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１　事務事業の目的・内容

令和5年度 令和6年度 目標方向

1
2
3
4
5

総合評価 Ⅱ　継　続（事業内容の現状が最良でこのまま継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R6年度
の改善計
画

・町、県、中部電力と連携し、みえ森と緑
の県民税市町交付金を活用した、ライフラ
イン事前伐採事業を実施することにより、
災害時の減災を目的とした事業を進めてい
く。

③取組の課
題

・調査業務は3年間程度で終了できる
が、伐倒業務に関しては本数が多く多
年度に渡る可能性があるため、危険度
の高い樹木から伐採を進めていく必要
がある。

②R6年度
に実施し
た取り組
み

ライフライン事前伐採事業に係る危険木の
調査業務を三和地区（南大社・長深）で実
施した。 ④今後の改

善計画

ライフライン事前伐採事業に係る
危険木の調査業務を三和地区（中
上）及び神田地区（穴太、鳥取）
で実施していく。

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性 目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性 Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

令和5年度（決算） 令和6年度（決算） 令和7年度（予算）

全体事業費（千円） 5,300 8,459 12,036

　　　　　うち一般財源 22 1,219 4,503
財源
内訳

２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和4年度 単位 令和7年度（目標）

事務事業Ｎｏ． 12- 7

事業名 林業経費
会計
一般

事業内容

危険木伐倒等業務
　みえ森と緑の県民税交付金を活用し、これまで整備が進みにくく、荒廃が
　進んでいる緑地帯や森林地帯を対象とした整備を集中的に実施します。
　また、人家裏や通学路沿いで倒木の恐れのある危険木の除去等も行います。
林業業務
　森林にかかる許認可事務をはじめ、法定により整備することとなった林地
　台帳の整備と運用を行います。

政　策 9　持続可能な町の形をつくるために 課名 産業課

施　策 9-1　良好な居住環境の形成 係名 産業振興係

事業
目的 対象 住民 目的（対象がどのよう

な状態になっているか）

暮らしに身近な森林を整備することにより、生活環境の
保全や向上を図ります。


